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笠
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輝
夫

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
四
月

二
十
七
日
に
退
院
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
自
宅
に
戻
り
、
自
分
の

現
在
を
見
つ
め
て
「
生
き

て
い
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
あ
る
、
ま
さ
に
、
生

き
て
い
る
証
拠
だ
」
と
、

改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
む
し
ろ
、
今
ま
で
、
順

風
満
帆
に
過
ご
し
て
き
た

こ
と
が
、
奇
跡
的
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
脳
内
出
血
で
倒
れ
て
六

カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
病

院
に
い
る
時

は
、
看
護
師
、

介
護
士
さ
ん

た
ち
が
介
助

し
て
く
れ
る

た
め
、
歩
行
ひ
と
つ
す
る

に
し
て
も
安
心
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、病
院
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
が
徹
底
さ
れ
て
い

る
た
め
、
危
険
な
と
こ
ろ

は
一
箇
所
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
退
院
し
我
が

家
に
戻
る
と
、
そ
う
い
う

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
、
病
院
で
受
け
た

訓
練
を
応
用
し
て
、
自
宅

の
環
境
に
合
う
動
作
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
、
人
の
手
を
借
り
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

現
実
を
、
受
け
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。

　
我
が
人
生
の
脚
本
に
は

こ
の
よ
う
な
事
態
に
陥
る

こ
と
は
、
一
行
も
書
い
て

な
か
っ
た
だ
け
に
、
ち
ょ

っ
と
悲
し
く
、
悔
し
さ
を

感
じ
る
時
も
あ
り
ま
す
。

　
常
に
そ
ば
に
い
て
く
れ

る
妻
に
は
、
本
当
に
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
結
婚
し
て
三
十
二
年
間
、

苦
労
の
か
け
っ
ぱ
な
し
で
、

こ
れ
か
ら
女
房
孝
行
し
て

行
こ
う
と
計
画
を
建
て
て

い
た
矢
先
を
襲
っ
た
不
幸

で
し
た
。

　
孝
行
ど
こ
ろ
か
、
さ
ら

に
苦
労
を
か
け
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
、
申
し
訳
な

さ
と
、
自
分
の
不
甲
斐
な

さ
に
、
苛
立
ち
を
感
じ
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　
し
か
し
、
私
の
信
条
は
、

常
に
前
向
き
に
物
事
を
考

え
て
行
こ
う
で
あ
り
、
そ

れ
を
徹
底
的
に
自
分
に
言

い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。
確

か
に
、
体
に
障
害
を
背
負

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

心
は
誰
よ
り
も
健
常
者
で

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、「
心
第
一
」

「
心
健
康
」「
心
健
常
者
」で
、

あ
り
続
け
て
行
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
に
、
強
く
決
意
し
て
、

常
に
向
上
心
を
持
っ
て
、

何
事
に
お
い
て
も
日
々
の

努
力
を
惜
し
ま
ず
に
、
人

生
を
生
き
る
と
誓
い
、
自

分
自
身
と
約
束
し
ま
し
た
。

「
泣
い
て
暮
ら
す
も
一
生
、

笑
っ
て
暮

ら
す
も
一

生
」「
笑
う

門
に
は
福

来
た
る
」

で
す
。

　
そ
し
て
、
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
の
姿
で
、
自
分
に

出
来
る
事
を
、
精
一
杯
や

っ
て
行
く
ん
だ
と
決
め
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
私
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
五
月
よ
り
新
役

員
を
任
命
し
体
制
を
一
新
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
温
め

て
き
た
新
事
業
計
画
を
、

今
年
度
の
下
半
期
よ
り
実

行
い
た
し
ま
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

　
躍
進
の
総
合
リ
フ
ォ
ー
ム

提
案
「
足
場
パ
ッ
ク
」
の
ス

プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、
羽
蟻
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
シ
ロ
ア
リ
は
四
月
ご
ろ
か

ら
活
動
は
活
発
化
さ
せ
ま
す
。

　
四
月
上
旬
に
な
る
と
特
別

に
育
て
ら
れ
た
ア
リ
が
羽
化

し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
雄
で

す
。
そ
の
中
で
も
一
番
大
き

い
の
が
雌
で
、
上
空
へ
上
り
、

最
後
ま
で
付
い
て
き
た
強
い

雄
と
交
尾
し
て
新
し
い
巣
を

作
り
ま
す
。

　
多
数
の
羽
ア
リ
が
同
時
に

飛
び
出
す
た
め
群
飛
（
ぐ
ん

ぴ
／
ス
ウ
ォ
ー
ム
）
と
呼
ば

れ
ま
す
。
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ

の
群
飛
は
四
～
五
月
、
イ
エ

シ
ロ
ア
リ
は
六
～
七
月
で
す
。

　
シ
ロ
ア
リ
の
群
飛
が
発
見

さ
れ
た
近
く
に
は
、
あ
る
程

度
成
熟
し
た
群
れ
が
存
在
し

ま
す
。

　
つ
ま
り
、
羽
蟻
が
発
生
し

た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
周

辺
部
分
で
、
既
に
シ
ロ
ア
リ

が
活
発
に
活
動
し
て
い
る
可

「クールセーブHG」 施工依頼続 ！々
タイル・外壁補修の新工法「浮き壁圧着工法」
中古住宅流通促進研 報告書骨子案をまとめる

能
性
が
極
め
て
高
い
証
拠
な

の
で
す
。

　
写
真
①
で
は
、
二
つ
の
穴

が
目
地
部
分
に
開
い
て
お
り

ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
羽
蟻
が

飛
び
立
っ
て
お
り
、
土
台
部

分
に
写
真
②
の
よ
う
な
蟻
害

を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
す
。

　
羽
蟻
を
発
見
し
た
ら
、
ま

ず
床
下
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

躍
進
ま
で
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

羽
蟻
の
周
り
に
は

シ
ロ
ア
リ
が

写真①写真②
羽蟻がでたら必ず床下点検から蟻害調査をはじめましょう。



鋳造品ではなく

鍛造品を使用！

オイルダンパー
日立オートモティブシステムズ（旧トキコ）社製。
半永久的に使用が可能です。

クレビス（回転支承部）
強度に優れた鍛造品を
使用しています。
鍛造品は、加熱した金属を金型で圧縮、打撃、鍛錬して成形されます。
一般的に疲労度が大きい箇所や靭性が必要とされる部分に使われます。

枠

腕

開口部や空いている壁面を補強するだけで

耐震性がアップ！

トグル制震構法増 幅 機 構 付 き
油圧制震ブレース

ますます好評！ますます好評！

〒３３７―００４３
さいたま市見沼区中川１０６―１
048―688―3388
048―680―7615
ＵＲＬ=ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｙａｋｕｓｈｉｎ.ｊｐ
Ｅ-ｍａｉｌ=ｙａｋｕｓｈｉｎ-ｎｏ１@ｎｉｆｔｙ.ｃｏｍ

お問い合わせは

躍進までお気軽に！

省エネガラスコーティングシステム「クールセーブＨＧ」

←119号の64％

←「粒度分布」115号の105％

クールセーブHGコート
（ガラス厚3㎜）太陽エネルギー

100％

日射
100％ 透過日射熱量

30.4％

吸収
64.4％反射

5.2％

再放熱量
42.0％

再放熱量
22.4％

除去熱量47.2%　流入熱量52.8％

単板透明ガラス
（ガラス厚3㎜）

太陽エネルギー
100％

透過日射熱量
85.7％

吸収
6.4％

反射
7.9％

再放熱量
4.2％

再放熱量
2.2％

除去熱量12.1%　流入熱量87.9％

施工依頼続 ！々施工依頼続 ！々
断熱効果が注目され
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こ
れ
ま
で
数
回
に
わ
た
っ

て
本
誌
で
ご
案
内
し
て
き
た

温
熱
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
エ

ア
コ
ン
等
の
空
調
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
）
を
削
減
す
る
ガ
ラ
ス

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

『
ク
ー
ル
セ
ー
ブ
Ｈ
Ｇ
』
は
、

既
存
建
築
物
の
シ
ン
グ
ル
ガ

ラ
ス
に
塗
布
す
る
だ
け
で
、

単
層
ガ
ラ
ス
が
複
層
ガ
ラ
ス

と
同
じ
断
熱
効
果
を
得
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
夏
季
は
エ

ア
コ
ン
等
の
空
調
を
し
な
く

て
も
約
三
℃
室
温
を
下
げ
る

効
果
を
発
現
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
施
工
依
頼
が

続
々
と
寄
せ
ら
れ
、
多
く
の

実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
左
の
写
真
は
、
上
尾
市
内

の
現
場
の
施
工
例
で
す
が
、

ロ
ー
ラ
ー
に
よ
る
塗
布
で

「
断
熱
ガ
ラ
ス
」
に
早
変
わ

り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
冬
季
は
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
温
熱
バ
リ
ア
ー
と
な

り
、
室
温
の
外
部
流
出
を
防

ぐ
効
果
も
発
揮
す
る
た
め
、

一
年
を
通
し
て
温
熱
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
約
二
〇
％
以
上

削
減
す
る
効
果
を
、
実
験
で

得
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
ク
ー
ル
セ
ー
ブ

Ｈ
Ｇ
が
「
熱
線
吸
収
型
遮
熱

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」

だ
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
は
、
金
属
酸
化
物
に

よ
り
、
日
射
熱
を
ガ
ラ
ス
が

吸
収
し
、
内
外
温
度
差
に
よ

り
屋
外
へ
日
射
熱
を
再
放
出

し
、
室
内
へ
の
流
入
熱
量
を

減
少
さ
せ
る
か
ら
で
す
。
ま

た
、
紫
外
線
吸
収
能
力
に
よ

り
室
内
へ
の
紫
外
線
透
過
率

を
一
％
以
下
に
減
少
さ
せ
ま

す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
躍
進
ま

で
お
気
軽
に
。

一
年
を
通
し
て
省
エ
ネ

効
果
が
得
ら
れ
る

人
事
異
動

笠
井
信
広
副
社
長
・
宮
内
淳
一
取
締
役
部
長
就
任

　
平
成
二
十
五
年
五
月
一
日
を
も
っ
て
、
笠
井
信
広

東
京
営
業
所
長
を
取
締
役
副
社
長
、
宮
内
淳
一
営
業

部
部
長
を
取
締
役
営
業
部
部
長
に
任
命
し
た
し
ま
し

た
。

　
笠
井
社
長
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
所
高
所
に
立

っ
て
指
導
し
、
信
広
副
社
長
の
陣
頭
指
揮
の
も
と
に
、

様
々
な
事
業
展
開
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



防
水
一
〇
年
、木
材
保
存（
防
蟻
）五
年
の

保
証
終
了
の
お
客
さ
ま
に

点
検・施
工・延
長
保
証
を
実
施
中
！

内 装 に
施工して暖房効果を高める

住環境の変化
や温暖化でこの時季でも蟻害報告
住環境の変化
や温暖化でこの時季でも蟻害報告

大規模
改修も躍進にお任せ！

粘度の高い樹脂を
注入するため、隅
々まで行き渡らず、
樹脂の注入圧力で、
かえって浮きが膨
らむことがありま
した。

タイル・外壁補修の

新工法
タイル・外壁補修の

新工法
「点」のムラを「面」で解決！「点」のムラを「面」で解決！
浮き壁圧着工法これまでの

工法の
問題点
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経
年
劣
化
に
よ
っ
て
タ
イ

ル
や
外
壁
に
「
浮
き
」
が
発

生
し
ま
す
が
、　
こ
の
た
び

躍
進
が
お
届
け
す
る
「
浮
き

壁
圧
着
工
法
」
は
、
ア
ン
カ

ー
ピ
ン
＋
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
工

法
、
ピ
ン
ネ
ッ
ト
工
法
な
ど

に
み
ら
れ
た
問
題
を
ク
リ
ア

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
補
修
工
法
で

は
、
粘
度
の
高
い
樹
脂
を
注

入
す
る
た
め
、
隅
々
ま
で
行

き
渡
ら
ず
、
樹
脂
の
注
入
圧

力
で
、
か
え
っ
て
浮
き
が
膨

ら
む
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
浮
き
の
内
部
に
注

入
す
る
樹
脂
の
流
動
性
を
よ

く
す
る
た
め
、
溶
剤
で
希
釈

し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
「
浮
き
壁
圧
着
工

法
」
で
は
、
溶
剤
を
使
わ
ず

流
動
性
、
含
浸
性
に
優
れ
た

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
注
入
剤
を
用

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
樹
脂

注
入
剤
に
比
較
し
て
も
、
さ

ら
さ
ら
し
た
液
状
で
、
浮
き

圧着金具を外し、養生フィルムの上
にメッシュを重ねます。

樹脂注入剤を注入。上部金具よりあ
ふれてきたら注入完了。

打診検査で浮き箇所を特定し、注入
用の穴を穿孔します。

メッシュの上から02と同じ剥離型養
生フィルムを塗布します。

圧着金具を締めつけ、注入剤を隅々
まで行き渡らせます。

剥離型養生フィルムを塗布します。

乾燥したら引きはがし、目地の穴を
モルタルで埋め、完成です。

打診で浮きがなくなったことを確認
し、乾燥させます。

押さえ金具を取り付けます。
（最下段のストッパーを先に締付）  

壁
内
部
の
末
端
ま
で
樹
脂
が

行
き
渡
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
注
入
し
た
エ
ポ

キ
シ
樹
脂
の
上
か
ら
面
で
押

さ
え
つ
け
、
末
端
の
細
部
に

ま
で
樹
脂
を
行
き
渡
ら
せ
ま

す
。
浮
き
部
分
を
全
面
的
に

圧
着
さ
せ
る
役
割
と
、
目
地

に
よ
っ
て
で
き
た
開
口
部
か

ら
注
入
剤
が
抜
け
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
る
場
合
の
ス
ト

ッ
パ
ー
の
役
割
を
果
た
し
ま

す
。

　 

「
浮
き
壁
圧
着
工
法
」
は
、

下
部
か
ら
注
入
し
た
樹
脂
が

上
部
金
具
か
ら
浸
み
出
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ど
の
位
置
ま

で
樹
脂
が
注
入
さ
れ
た
か
判

断
し
ま
す
。
ま
た
、
エ
ポ
キ

シ
樹
脂
は
タ
イ
ル
素
地
に
付

着
す
る
と
な
か
な
か
落
と
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

広
範
囲
に
タ
イ
ル
を
養
生
す

る
方
法
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
が
、 

剥
離
型
養
生
フ
ィ

ル
ム
を
用
い
て
、
塗
装
と
同

じ
要
領
で
塗
布
し

ま
す
。
乾
燥
す
れ

ば
養
生
完
了
で
、

た
っ
た
一
つ
の
工

程
で
タ
イ
ル
を
樹

脂
汚
れ
か
ら
守
り

ま
す
。

　「
浮
き
壁
圧
着

工
法
」
の
お
問
い

合
わ
せ
は
躍
進
ま

で
お
気
軽
に
。



株式会社

〒３３７-００４３ 埼玉県さいたま市見沼区中川１０６-１
048-688-3388　048-680-7615
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各営業所：神奈川、埼玉、千葉、水戸、土浦、栃木、仙台

〒107-0062 東京都港区南青山2-2-8 DFビル2F
03-6804-2541　03-6804-2542

本　社

東　京
営業所

躍進
お気軽にお問い合わせ・ご相談下さい。

をクリックして下さい。

躍
進
で
は

数
々
の
商
品
を
常
時

取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

工 事 事 業

プレカット事業
設 計 事 業
不 動 産 事 業

株式会社
ヤクシンジャパン

関連会社

躍進 検索

TEL.029-804-3388
FAX.029-804-3399

TEL.028-652-7307
FAX.028-652-7308

TEL.029-303-1788
FAX.029-303-1789

TEL.04-7162-7734
FAX.04-7162-7735

TEL.048-688-3388
FAX.048-680-7615

TEL.03-6804-2541
FAX.03-6804-2542

TEL.0466-41-3006
FAX.0466-41-3007

本社埼玉（営）

栃木（営）

TEL.022-781-3288
FAX.022-781-1066

仙台（営）

水戸（営）

土浦（営）

神奈川（営）

千葉（営）
東京（営）

防水　木材保存　外壁・屋根　塗装　地質調査・改良
基礎・スーパーエアドーム工法　建て方・大工
リニューアル・リフォーム　オール電化　太陽光発電
プレカット　建て方　大工工事
設計　商業施設　インテリアコーディネーター
不動産売買・仲介　不動産再活（再生・活用）・リニューアル（プランニング・施工）　
ファイナンシャルプランニング　コンサルティング業務（目的／資産価値の最大化／
相続対策／資産運用／事業承継対策／Ｍ＆Ａ／住宅ローンアドバイザー／不動産管理）

提 携 先
弁護士／公認会計士／税理
士／司法書士／ファイナン
シャルプランナー〈ＣＦＰ・ＡＦＰ〉

東北地区もエリアにおさめ

「百年企業」としての

機動力を確保！

躍進
営業所の所在地

中
古
住
宅
の
流
通
促
進
・
活
用
に
関
す
る
研
究
会

中
古
住
宅
の
流
通
促
進
・
活
用
に
関
す
る
研
究
会

報
告
書
骨
子
案
を
ま
と
め
る

報
告
書
骨
子
案
を
ま
と
め
る

2013 年（平成 25年）6月 1日（土） 月刊　住宅情報誌　躍進 （4）

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

先
導
的
な
取
り
組
み
を
助
成

す
る
「
高
齢
者
・
障
害
者
・
子

育
て
世
帯
居
住
安
定
化
推
進

事
業（
先
導
的
事
業
）」
の
提

案
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。

募
集
期
間
は
六
月
二
十
八
日

ま
で
。

　
対
象
と
な
る
提
案
は
高
齢

者
・
障
害
者
・
子
育
て
世
帯

の
居
住
の
安
定
を
推
進
・
支

援
す
る
取
り
組
み
で
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
面
で
先
導
性
が

高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
住
宅
・

施
設
の
整
備
の
ほ
か
、
技
術

の
検
証
や
情
報
提
供
・
普
及

の
取
り
組
み
も
支
援
し
ま
す
。

　
補
助
率
は
、
住
宅
・
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
築

が
一
〇
分
の
一
、
改
修
が
三

分
の
二
、
設
計
が
三
分
の
二
。

技
術
の
検
証
と
情
報
提
供
・

普
及
の
取
り
組
み
は
と
も
に

三
分
の
二
。
提
案
の
内
容
を

専
門
の
評
価
委
員
会
が
採
点

し
、
採
択
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

決
め
ま
す
。
結
果
の
発
表
は

九
月
初
旬
の
予
定
。

　
オ
ー
ル
ア
バ
ウ
ト
（
東
京

都
渋
谷
区
）
が
運
営
す
る

「
Ａ
ｌ
ｌ 

Ａ
ｂ
ｏ
ｕ
ｔ 

生

活
ト
レ
ン
ド
研
究
所
」
は
、

一
都
三
県
で
戸
建
て
に
住
む

四
五
～
六
四
歳
の
男
女
八
〇

〇
人
を
対
象
に
し
た
住
宅
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
現
在
の
持
ち
家
を

将
来
ど
う
し
た
い
か
聞
い
た

と
こ
ろ
、
一
番
多
か
っ
た
回

答
は
「
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
そ

こ
に
住
み
続
け
た
い
」
三
三

・
三
％
。
理
由
の
上
位
は「
当

初
よ
り
だ
い
ぶ
古
く
な
っ
た

た
め
」
六
四
・
三
％
、「
老
後

を
考
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

家
に
住
み
た
い
た
め
」
二
四

・
四
％
、「
今
の
家
は
耐
震
性

に
不
安
が
あ
る
た
め
」
一
二

・
〇
％
で
し
た
。

　
一
方
、「
何
も
せ
ず
に
住
み

続
け
る
」
と
い
う
回
答
が
二

二
・
六
％
お
り
、
リ
フ
ォ
ー

ム
を
考
え
て
い
な
い
ミ
ド
ル

・
シ
ニ
ア
世
代
も
一
定
数
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
若
年
世
代
で
広
が
っ
て
い

る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
へ
の
ニ
ー

ズ
を
聞
く
と
、「
住
ん
で
み
た

い
」
と
回
答
し
た
の
は
、
男

性
で
一
二
・
八
％
、
女
性
で

二
一
・
一
％
。
女
性
の
方
が

集
ま
っ
て
住
む
こ
と
へ
の
関

心
が
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
調
査
期
間
は
二
〇
一
三
年

三
月
五
～
六
日
。

　
中
古
住
宅
の
流
通
促
進
に

向
け
た
方
策
を
検
討
す
る

「
中
古
住
宅
の
流
通
促
進
・

活
用
に
関
す
る
研
究
会
」
の

第
二
回
目
の
会
合
が
五
月
十

七
日
開
か
れ
、
報
告
書
の
骨

子
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
合
で
は
骨
子
案
を
も
と

に
、
中
古
住
宅
流
通
に
対
す

る
課
題
の
整
理
と
、
今
年
度

以
降
の
政
策
取
り
組
み
に
つ

い
て
鶴
保
庸
介
国
交
副
大
臣

と
委
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の

金
融
庁
監
督
局
第
一
銀
行
課

が
自
由
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
築
二
〇
年
で
価
値

が
ゼ
ロ
と
評
価
さ
れ
て
い
る

木
造
住
宅
を
、
そ
の
使
用
価

値
に
基
づ
い
て
適
切
に
評
価

す
る
た
め
の
評
価
方
法
の
方

向
性
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
リ
フ
ォ
ー

ム
に
よ
る
価
値
向
上
を
積
極

的
に
評
価
で
き
る
よ
う
、

再
調
達
原
価
の
精
密
化
、

期
待
耐
用
年
数
の
算
出
、

な
ど
の
手
法
を
提
案
。

あ
わ
せ
て
戸
建
て
賃
貸
住
宅

の
賃
料
を
も
と
に
評
価
す
る

方
法
に
つ
い
て
も
検
証
し
て

い
く
と
し
ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
は
五
月
十
四

日
、
高
齢
者
や
子
育
て
世
帯

な
ど
い
わ
ゆ
る
住
宅
弱
者
の

居
住
環
境
の
確
保
に
向
け
た

環境省、エコリース事業者の採択結果を発表
　環境省は5月21日、一般家庭や事業者がリースを使
って、エコ設備を導入することを支援する補助事業にお
けるリース事業者の採択結果を発表しました。事業者数
は118（昨年度は121）で昨年度とほぼ同数。予算額は
18億円。
ゼロ・エネルギー住宅補助、対象事業の公募開始
　ゼロ・エネルギー化推進室は5月21日、ゼロ･エネル
ギー住宅の取り組みを支援する2つの補助事業の対象
案件の募集を開始しました。
　公募を開始したのは、経済産業省予算による「ネット・
ゼロ・エネルギー・ハウス支援事業」と、国土交通省予算
による「住宅のゼロ・エネルギー化推進事業」の2つ。
　「ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス支援事業」は、施主、
住宅所有者が対象で、高断熱性能、高性能設備機器と制
御機構などとの組み合わせによるゼロエネシステムの
導入が対象。公募期間は6月21日まで。補助額は最大
350万円となります。
　「住宅のゼロ・エネルギー化推進事業」は、中小工務店
を対象にゼロ･エネルギー住宅の取り組みを支援するも
の。公募期間は7月5日まで。補助額は最大165万円。
　ともに8月上旬を目処に採択事業を決定する予定。ゼ
ロ・エネルギー化推進室のウェブサイトから申請書など
がダウンロードできます。

●�

高
齢
者
住
居
な
ど
の

先
導
的
取
り
組
み
　

提
案
募
集
を
開
始

●�

四
五
～
六
四
歳
に
聞

く
持
家
の
行
方

「
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
住
み

続
け
た
い
」が
ト
ッ
プ
に

　
Ａ
ｌ
ｌ�

Ａ
ｂ
ｏ
ｕ
ｔ
調
査


